
み
く
厩
覧
犀
…
四
日
り
鵡
ハ
鷲
轄
叩
讐
紳
騨
傭
皿
物
翻
州
円
‘
　
癌
八
磁
八
年
一
臼
リ
ニ
十
↓
い
口
開
剛
習
刷
本
（
毎
肖
一
観
”
訂
襲
行
）

　勝試第　巻四第
　　號五十三第
行駿欝一t月二年八正大

一
聯
瞼
内
容
の
種
…
々
な
る
蓮
綴
：
：
文
學
簿
士
　
西
田
幾
多
郎

白
。
灰
色
及
び
黒
の
南
眼
白
現
象
通
込
醐
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：

．
　
　
，
　
　
・
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
9
　
　
9
　
　
■
　
　
，
　

．
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
「
　
　
●
　
　
O
　
　
，
　
　
●
　
　
■

心
理
學
と
客
観
的
方
法
（
発
結
Y

エ
ミ
璽
川
。
ブ
B
ト
押
書
：
：

中
島
二
丁
麗
筆
・
：
：
：
：
：

　
　
　
口
　
　
檜

：
交
々
士
黒
田
源
次

：
丈
六
士
楢
崎
淺
太
郎

：
女
畢
士
勝
部
糸
遊

・
：
丈
學
博
士
藤
井
健
治
郎

故
高
島
敏
授
省
像
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：

故
ブ
ー
ト
ル
ー
敏
授
肯
像
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：

臨

；影野一大科文躍大國帝都京
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第　第

條條

京
都
懸
鼻
面
起
則

一
、
毎
月
一
同
雑
誌
『
哲
學
研
究
』

第
四
條

第
五
簾

　
　
一
、

　
　
一
、

第
六
條

　
學
絞
、
町
轡
舘
…
、
由
敬
育
衛
“
、
其
他
ノ
闘
凹
舶
脚
ハ
鴬
｛
園
…
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
山
ス
地

　
露
ト
チ
得

第
七
條
愈
員
ハ
自
費
ト
シ
テ
寒
雲
圓
八
拾
銭
、
揃
後
二
期
　
分
チ
テ
薗
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
倉
員
ハ
本
會
ノ
器
種
ノ
會
合
二
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ワ
難
詰
［
哲

　
學
研
究
』
ノ
醗
付
チ
受
ク

寒
九
條
　
本
田
姑
規
瑚
ノ
改
正
墾
更
ハ
雰
員
舎
ノ
決
議
二
依
ル

本
志
チ
京
都
哲
麟
魯
ト
欝
ス

本
命
昌
ハ
酸
義
昌
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
瀧
ハ
艶
目
及
チ
以
テ
n
日
的
ト
ス

本
命
q
ハ
莇
條
ノ
日
乱
附
チ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
！
蹴
Ψ
業
チ
行
フ

毎
月
一
回
研
究
會
チ
開
ク

毎
年
謀
秋
二
圃
公
開
講
演
會
乎
附
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
獲
行
ス

本
倉
事
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
受
科
大
學
内
二
股
ク

本
割
”
ノ
事
縄
茱
チ
劔
牌
管
ス
ル
爲
メ
昌
左
ノ
役
員
乎
鍛
ク

委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
學
哲
學
秤
教
官
及
委
員
命

二
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
春
テ
以
テ
之
二
充
ツ
、

瀧
饗
勲
恥
（
一
名
）
海
晒
厨
製
へ
響
二
於
テ
醐
脚
託
ス

困
臥
／
趣
旨
二
餐
同
ス
ル
考
ハ
何
人
ラ
ア
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
鏑

害
　
記

文
摯
高
士
波
多
野
梼
一

丈
學
博
士
西
田
幾
多

交
學
博
士

交
論
士

千垂

葉氷

胤十

二
學
博
士
　
狩
　
　
野

突
學
博
士

成　郎　郎

直
　
喜

高米

瀬田

武庄

次太

文
學
士
　
植
　
田

交
學
緯
士

交
學
博
士

交
學
博
圭

突
學
博
士

交
學
簿
士

小 藤　深　松　野實

旧本上西
井

交健

郎郎

壽
　
藏

方重：治康三唱

算郎治流郎



　
　
　
の
客
槻
化
は
ひ
と
り
藝
衝
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
象
徴
と
は
實
に
此

　
　
　
融
一
者
の
完
全
な
る
表
現
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
藝
衛
は
紳
の
完
全
な
る

　
　
客
艶
艶
で
あ
る
。
象
徴
の
意
義
は
紳
秘
な
る
生
の
瀞
麗
な
る
が
ま
エ
に
眺
め

　
　
　
ら
れ
た
生
の
意
義
で
あ
る
。
　
シ
ェ
ル
リ
ン
グ
の
哲
學
は
融
一
群
が
己
を
皿
…
ら

　
　
　
ん
と
す
る
種
々
な
る
展
糟
の
描
爲
で
あ
っ
た
。
饗
の
菅
學
ぼ
シ
エ
ル
リ
シ
グ

　
　
　
に
よ
っ
て
良
己
を
箆
ん
と
す
る
鷺
の
苦
悶
に
外
な
ら
な
い
。
併
し
齎
の
猛
は

　
　
　
既
力
を
無
縁
す
る
ま
で
に
陪
く
筑
憩
聖
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
溌
は
瀧
に

　
　
　
あ
蕊
い
つ
の
日
か
こ
の
罪
の
姿
は
見
え
ん
。

　
　
　
紳
の
み
知
わ
る
こ
の
罪
の

　
　
　
　
せ
ん
す
べ
も
な
き
は
か
な
さ
や

　
　
と
歌
ふ
に
至
っ
た
。
生
は
除
り
に
陪
乗
に
し
て
残
酷
で
あ
る
。
そ
れ
は
鴛
に

　
　
鳶
っ
て
は
一
の
罪
鑓
で
あ
り
一
の
宿
命
で
あ
っ
た
。
之
を
見
ん
と
す
る
君
は

　
　
時
に
力
弱
き
努
力
の
故
に
た
黛
麗
「
を
の
み
て
泣
く
よ
り
外
に
仕
方
が
な
か
つ

　
　
た
。

　
　
　
あ
N
あ
、
お
そ
ろ
し
き
程
密
の
ま
へ
、

　
　
　
う
た
む
と
す
る
秘
密
の
雲
へ
、

　
　
　
ふ
る
へ
な
が
ら
こ
ゑ
を
の
み
て
、

　
　
　
た
だ
ひ
と
り
泣
き
を
る
の
み
：
・
：
・
：

　
　
震
の
生
ぼ
欝
路
ら
に
と
っ
て
も
港
に
秘
籍
で
あ
っ
た
。
僅
に
蓮
稿
に
よ
っ
て

6517

@
　
鍛
の
盈
涯
を
見
ん
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
更
に
更
に
大
な
る
秘
密
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
聡
霧
鋳
磯
溝

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
哲
人
プ
ル
ノ
ー
」
と
此
哺
遺
稿
は
君
の
煙
き
生
涯
を
か

た
ど
る
こ
の
象
徴
で
あ
る
。

　
此
泄
稿
κ
は
「
シ
ニ
ル
リ
ン
グ
の
象
徴
思
惣
」
と
い
ふ
論
丈
の
外
に
　
「
欝

歌
の
眞
髄
偏
「
紳
秘
搬
義
の
爲
に
」
と
い
ふ
二
の
爵
論
と
「
近
代
憩
秘
黒
想
」

「
近
代
的
欝
憂
」
　
と
い
ふ
二
篠
融
と
そ
れ
か
ら
若
干
の
詩
歌
と
が
牧
め
ら
か

て
る
る
。
「
ブ
ル
ノ
ー
」
も
「
遺
鵬
」
も
共
に
散
人
の
親
友
矢
勝
筑
の
校
寵
擢

よ
つ
て
世
に
繊
る
ζ
と
が
で
き
た
。
矢
野
馬
の
献
身
的
な
好
意
に
饗
し
て
け

我
々
は
實
に
感
謙
の
騨
を
知
ら
な
い
。
此
の
白
き
多
く
の
親
友
を
持
ち
得
な

岡
本
鴛
は
其
鮎
に
於
て
の
み
宰
瀦
な
入
で
あ
っ
た
と
嘗
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ

ら
う
。
（
由
7
円
得
立
）

　
因
に
此
書
は
玉
戸
届
で
あ
る
が
今
団
二
百
部
に
限
り
層
翻
し
て
庸
盟
者
に

　
實
費
を
以
て
直
接
に
配
布
す
る
由

　
一
申
込
灰
　
東
京
指
墨
甑
表
騨
保
町
館
修
文
内
昆
野
敏
一
宛

一
申
込
期
日

一
豫
約
金

｝
醜
布
期
ほ

京
都
交
科
大
學
哲

三
月
末
日

登
部
戴
囲
　
邊
嘉
承
武
鏡

四
月
中
旬

寄
贈
書
籍
雑
誌

岡
本
蘇
灘
譲
稿
　
丈
暴
士
矢
勝
禾
積
編

編
者

心
隔
九



　
　
　
　
　
　
　
　
哲
・
學
柵
究
・
第
、
三
か
五
號

66
@
　
哲
學
難
誌
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講
演
纂
、
心
理
弼
究
、
六
含
難
誌
、
窺
洋
蓄
墨

η　
　
無
霊
燈
、
東
亜
之
光
、
六
條
最
報
、
早
稻
隣
交
學
、
丈
化
蓮
動
、
學
綻
数
育
、

　
　
教
育
、
内
外
教
育
騨
論
、
國
民
藪
育
、
数
育
學
籔
界
、
数
育
界
、
教
育
羅
究
、

　
　
数
宵
時
論
、
現
代
数
育
、
東
京
敏
跨
、
京
都
教
青
、
兵
庫
教
育
、
奈
無
縣
毅

　
　
育
、
艀
岡
縣
敏
蜘
一
3
、
滋
賀
縣
教
宵
奪
難
誌
、
岐
阜
縣
教
育
、
三
重
教
育
、
愛

　
　
知
敏
育
難
誌
、
長
綺
縣
毅
資
倉
難
誌
、
都
市
教
育
、
信
濃
敏
育
、
佐
賀
縣
数

　
　
藝
鮪
教
育
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
教
育
、
由
形
縣
鍛
育
雑
誌
。
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ご
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ソ
フ
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ス
レ
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ソ
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ラ
テ
ス
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
　
丈
學
博
士

カ
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駆
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歴
更
哲
學
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：
：
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・
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：
：
：
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・
：
：
：
：

藤
壷
系
統
の
爾
眠
親
現
象
に
つ
拳
て
：
　
・
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：
：
：
…
交
學
士

…、

^
ブ
ー
」
論
　
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
文
博
士

細
…
造
的
衝
動
と
生
産
融
衝
動
に
就
て
・
：
：
：
・
：
：
・
：
：
女
學
士

彙
報
　
新
著
紹
介
　
哲
學
研
究
第
ご
一
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目
次
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禽畿
筒

定

一
、
本
影
へ
入
奇
鱒
籍
望
ノ
方
ハ
直
接
本
愈
宛
テ
昌
御
申
込
被
下
度
淡

　
｝
、
倉
一
島
貝
ニ
シ
テ
献
押
居
セ
ラ
レ
タ
ル
飾
ハ
直
チ
ニ
蔵
ハ
ヒ
ロ
御
U
報
知
被
下
・

　
　
度
候

　
「
、
愈
費
ハ
振
三
口
痩
大
阪
饗
◎
穴
六
謬
番
、
京
都
哲
観
露
宛
テ
昌

　
　
獅
噛
込
被
ド
嘆
候

　
一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
交
換
難
誌
駅
馬

　
　
凡
テ
本
禽
一
5
宛
テ
ユ
御
鷺
溌
｝
被
下
｛
青
仔
阻

　　

@　

@　

@　

@
媒
囎
狐
鞭
騨
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
赫
H
自
座
甲
羅
豪
艶
0
繭
ハ
画
（
瑛
留
番

棚・

薮
　
　
定
　
　
　
　
　
蝕
　
「
郵

班
一
金
誌
拾
　
海
　
聲
一
金

十、六

二
　
冊
（
前
金
）
一
金

朋
（
前
金
し
一
金
豊
圓
五
拾
鑓
　
　
不

　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
圓
　
不

萱串申

皿x
國蝿1税

塵
｝
墨

一
頁
　
　
金
拾
　
　
圓

牛
頁
　
　
金
六
　
　
圓

誰文規定

⑤
愈
員
に
あ
ら
ざ
る
識
讃
者
の
御
議
丈
及
び
廣
鑑
に
臨
す
る
件
は
寳

交
館
へ
御
申
込
下
ざ
れ
度
候

⑤
本
詰
の
御
二
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
視
共
萌
金
κ
て
御
総
り
下
さ
る

　
べ
く
候

⑤
振
替
貯
介
に
て
御
逡
金
は
（
東
京
二
八
。
琶
賓
丈
館
宛
に
願
上
鮭

◎
軌
剛
金
切
れ
の
場
合
け
冠
詞
封
に
「
鮎
剛
盒
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
き
に

　
付
直
に
御
梯
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
…
笏
合
は
金
球
拾
銭
御
総
鱒
下
さ
れ
度
候

⑤
特
に
請
求
書
及
領
牧
書
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
崩
げ
三
銭
御
逞
付
下

　
さ
れ
度
候

　馳り　、一噛）魑一”’」’

pm」hnv」’J’u’」’nv

大
三
八
箏
一
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

大
野
八
年
二
月
　
一
　
日
獲
　
　
行

I
I

…
t

製複許不

載1博糞奪

編
輯
者

右
代
表
蕎

獲
行
者

印
刷
麿

印
刷
所

第
三
十
五
號

第
四
巻

第
幽
幽

京
都
帝
國
大
學
山
科
大
學
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

賓
　
嚴
　
方
　
治

大
葉
　
久
　
吉

梁
京
市
日
本
橋
．
麟
本
石
町

三
　
丁
　
巨
　
十
　
七
　
番
　
地

青
柳
十
一
郎

聚
京
市
串
込
匿
市
谷
加
賀
町

一
丁
一
十
＝
番
地

秀
英
含
第
一
高
揚

・
襲
行
所
慰
翫
題
張
工
醍
車
花
文
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

脚
製
虚
買
一
兀
触
鯨
繍
鰻
貯
雛
購
晒
礎
一
撃
寳
交
館

萱
野
駈

（
束
京
）
　
山
果
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
　
寳
交
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
瀬
戸
）

北
隆
館
、

盛
交
館

實
文
館



讃必下刻麟の名病冠

国難最

警標全装布

圓試金償工
銭二十金料迭

著
者
、
尊
墨
學
の
研
鐙
に
些
事
せ
ら
る
、
こ
と
既
に
十
年
、
常
に
斯
學
の
純
理
に
露

頭
し
て
、
其
獲
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
り
。

本
書
は
其
間
に
成
れ
る
苦
心
の
勢
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
、
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
　
一
巻
の
特
色
に
し
て
、
叉
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
叉
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
三
界
に
於
け
る
就
會
組
織
の
攣
革
將
に
近
か
ら
ん
と

す
、
漁
此
時
勢
の
必
要
に
鷹
じ
て
、
祀
會
砂
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
、
肚
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
味
は
む
と
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の
法
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分
業
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家
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と
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會
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團
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資
本
家
的
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積
説
の
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優
生
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是
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現
代
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妄
一
生
産
政
策
の
否
定
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